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デジタル放送時代のテレビ広告とは

ハードディスク内蔵テレビの登場

デジタル時代の放送端末であるデジタルテレビには、

現在のパソコンに備わっているようなハードディスク、す

なわちメモリー機能が付加されるようになる。

デジタル時代の情報量の大きさを考えれば、テレビの

内部のハードディスクだけでは足りなくなり、専用のホ

ームサーバーとテレビを接続する方法が現実的かもし

れない。

その結果として、テレビ局側から送られてくる大量の

情報を、テレビの内部または専用のホームサーバーに

蓄積しておくことにより、視聴者が好きなときに必要な

情報を画面に呼び出すことが可能になる。

とはいえ、すべての番組を蓄積していては、いくらサ

ーバーの容量が大きくても足りなくなってしまうので、視

聴者が朝のうちに「これ」と「これ」といったように、蓄積

する番組を選択しておくことになるだろう。当然のこと

ながら、同じ時間帯に放送されている複数の番組でも

蓄積することが可能である。

さらに技術が進んでいけば、自分で個別に番組を選

択しなくても、好みのジャンルを選んでおけば、テレビ

のほうで勝手に番組を蓄積してくれるようになることも

夢ではなさそうだ。これを「エージェント機能」というが、

21世紀のデジタルテレビには、このエージェント機能も

付加されると言われている。

蓄積型サービスの実現により、視聴者は「見たい番

組を好きな時間に見る」ことができるようになるが、これ

は民放テレビ局にとっては大変なことである。

そもそも民放テレビ局は、番組を見てもらうことより

も、コマーシャルを見せることのほうが本業と言えるの

だが、そのコマーシャルを見てもらうことが非常に難し

くなるからだ。というのは、蓄積しておいた番組を後か

ら見る場合は、コマーシャルを飛ばしながら見ることが

容易になるからである。

デジタル放送時代においても、民放テレビ局の主要

な収入源がスポンサーからの広告料であることに変わ

りがないなら、蓄積型サービスが可能となった際に、い

かにうまくコマーシャルを見せるようにするかが、民放テ

レビ局にとっての大きな課題となっていくだろう。

多チャンネル時代のテレビ広告

多チャンネル時代のテレビ広告は、どのようになって

いくのだろうか。

結論としては、現在広告放送を行っている地上波民

放については、現状とそれほど大きく変わらず、BSデジ

タル放送についても広告放送のあり方としては、地上

波と似たようなものになるのではないだろうか。

というのは、デジタル時代が到来しても、地上波放送

やBS放送は、基本的に現在と同様の総合放送が展開

されることになるからで、一部専門チャンネル的なもの

が登場するなら、それは有料サービスになっていくと考

えられるからである。

大きく変わっていくことになるのは、多チャンネル放送

の中心となっていくCSデジタル放送である。なぜなら

ば、200を超えるようなチャンネルのそれぞれで経営を

成り立たせていこうとするならば、1つ1つのチャンネ

ルは個別の専門分野に特化したものにならざるを得な

いからだ。

具体的には、「釣り専門チャンネル」や「囲碁将棋チャ

ンネル」のようなものであり、ちょうど現在のセグメント化

された雑誌が担当しているような分野がテレビ放送と

して行われていくことになる。

そうした放送の多くは、ベースは有料放送になってい

くだろうが、雑誌と同様に視聴者のターゲットが明確に

絞り込まれているだけに、広告放送の対象としても考慮

しうるわけである。

「超」多チャンネル時代のテレビ広告が、現在と大き

く異なるものになるとすれば、その異なる部分について

は雑誌広告との競合が起こってくる可能性が高いと予

想できる。
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